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第170号

　　　    6月20日～7月17日   　　　
㈱タクトコーポレーション 現金 30,000円

株式会社サクラホーム 現金 10,000円

可児東ライオンズクラブ 現金 19,929円

スーパーパーソンズ エンタテイメント

 現金 1,000,000円

国際ソロプチミスト 東京－けやき

 現金 10,000円

匿名 現金 4,550円

匿名 現金 30,000円

匿名 現金 15,160円

櫻井康司 現金 20,000円

吉本哲也 現金 1,000円

塩谷 圭 現金 1,000円

切明 蹊 現金 5,000円

徳田ひろみ 現金 1,600円

一柳泰樹・美樹・道徳 現金 15,000円

須藤勝巳 現金 16,313円

鈴木純子 現金 1,340円

寺下智子 現金 3,000円

●佐藤きち子患者支援基金

垂井町立不破中学校3年E組 現金 92,021円

骨髄バンク、GATHERの会 現金 14,942円

切明 蹊 現金 5,000円

匿名 現金 100,000円

●白血病患者支援基金

船橋駅前商店会 現金 25,655円

 （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

骨髄バンクの最新情報をお知らせする───────────────────────────────────────────────── 骨髄バンクＮＯＷ
●ドナー登録25万人を達成
　平成4年（1992）1月のドナー登録受け付
け開始から、14年6 ヶ月でドナー登録者数が
251,040人に達したことに伴い、7月7日にプレ
スリリースが行われました。また、7月5日には
骨髄移植例数が累計で7500例となりました。、
月間の移植例数は、今年の3月の100例が最多で
したが、6月は104例となり過去最高を記録しま
した。

●組織運営検討会議からの答申
　昨年、新聞等のメディアやボランティア団体
から財団の組織運営、職員の退職、患者負担金
等の問題点が指摘されました。財団では、組織
運営上の問題を洗い出し、その改善策を検討す
るため、組織運営検討会議を設置し検討を重ね
ました。その答申では、職員の定着率の低さに
注目し、原因のすべてを組織運営の問題とはで
きないものの、長期に継続して働くことのでき

ない阻害要因として、1職員の意識転換の遅れ、
2財団運営に対する外部との意思疎通の不足、3
人事・給与制度の問題、の3点を挙げ、それぞれ
の対応策が示されました。
　その中で、財団運営に関する関係者との意志
疎通の強化策として、関係者とのコミュニケー
ションの強化と財団としての適切な意思表明が
必要とされました。

●巨人軍原監督、上原投手がドナー登録
　読売巨人軍の原辰徳監督に続いて、上原浩治
投手がドナー登録を行いました。また、読売巨
人軍は骨髄バンク応援プロジェクトの一環とし
て、東京ドームの入口前広場のG－KINGやゲー
ト内で骨髄バンクキャンペーンを行っています。
G－KINGでは、イベントの合間に骨髄バンクに
関するトークを行い、G－バンドの紹介と販売
（収益金は骨髄移植推進財団へ寄付）を行ってい
ます。

　

移
植
件
数
の
増
加
等
に
よ
り
平
成

17
年
度
一
般
会
計
決
算
に
お
け
る
収

支
差
額
が
1
億
円
を
上
回
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
骨
髄
移
植
推
進
財
団
で
は

患
者
負
担
金
の
軽
減
を
行
う
と
と
も

に
、
必
ず
し
も
適
正
と
は
言
え
な
い
、

職
員
給
与
制
度
も
見
直
す
こ
と
を
決

め
た
。

　

患
者
負
担
金
は
、
ド
ナ
ー
確
認
検

査
手
数
料
が
ド
ナ
ー
候
補
者
1
名
あ

た
り
現
行
の
1
万
2
千
円
か
ら
9
千

円
へ
と
、
3
千
円
値
下
げ
さ
れ
る
。

ら
の
原
資
は
、
そ
の
す
べ
て
を
患
者

負
担
金
軽
減
積
立
金
に
負
っ
て
い
る

た
め
、
移
植
件
数
等
が
お
お
む
ね
現

状
で
推
移
し
、
他
の
財
源
等
に
よ
る

手
当
て
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
積
立

金
が
枯
渇
す
る
時
点
（
試
算
で
は
平

成
22
年
）
で
、
増
額
を
検
討
す
る
事

態
も
あ
り
う
る
。
患
者
負
担
増
大
の

回
避
、
そ
し
て
さ
ら
な
る
軽
減
の
た

め
に
も
、
国
庫
補
助
の
拡
大
、
そ
し

て
医
療
保
険
の
全
面
適
用
が
強
く
望

ま
れ
る
。

骨
髄
移
植
推
進
財
団

17
年
度
の
収
支
差
額
は

1
億
円
以
上

患
者
負
担
金
軽
減
と
職
員
給
与
の
見
直
し
へ

こ
の
手
数
料
は
、
昨
年
7
月
に
も
、

そ
れ
ま
で
の
1
万
5
千
円
か
ら
3
千

円
減
額
さ
れ
て
い
る
。
財
団
は
こ
れ

ま
で
明
快
な
表
現
を
用
い
た
解
説
を

行
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
患
者
確
認

検
査
料
の
消
費
税
分
、
ド
ナ
ー
確
認

検
査
（
一
般
血
液
検
査
）
料
の
値
上

げ
分
、
一
部
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に

お
け
る
ド
ナ
ー
本
人
確
認
検
査
料
な

ど
を
、
財
団
負
担
と
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
は
実
質
的
に
患
者
負
担
金
の
軽

減
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

　

7
月
15
日
、
ゴ
ル
フ
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
、
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
㈱
主
催

の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル
フ
デ
ー
」
が

長
野
県
軽
井
沢
72
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
こ
の
時
期
の
湿
気
か
ら

開
放
さ
れ
た
爽
や
か
な
天
候
の
な
か
、

約
70
組
（
1
6
0
名
）
の
家
族
が
参

加
し
、
東
京
の
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
5
名
が
骨
髄
バ
ン
ク
Ｐ
Ｒ
に
あ
や

ち
ゃ
ん
の
絵
を
数
枚
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

に
展
示
し
、
う
ち
わ
を
配
り
、
募
金

活
動
も
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
い
た
小
学
生
が
あ
や

ち
ゃ
ん
の
絵
を
じ
っ
と
見
て
「
天
才

だ
ね
ー
」
と
、
我
々
に
話
し
掛
け
て

き
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
全
国
6
ヶ
所

で
開
催
さ
れ
、
参
加
費
の
一
部
と

フ
ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル
フ
デ
ー

ス
タ
ー
ト

〈
4
、
5
、
6
月
会
計
報
告
〉

〈
協
議
事
項
〉

●
名
義
後
援
、
承
認
案
件

●
全
国
大
会
総
括

●
理
事
・
事
務
局
員
役
割
分
担

●
大
谷
会
長
講
演
関
連

●
資
金
獲
得

●
役
員
選
挙

●
冊
子
「
白
血
病
と
言
わ
れ
た
ら
」

在
庫
切
れ
間
近
へ
の
対
応

●
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
の
今
後
の

取
扱

●
「
ご
あ
ん
な
い
」
増
刷

●
ウ
ェ
ブ
関
連
（
事
務
局
宛
メ
ー
ル

第63回
理事会報告

7月16日（日） 
全国骨髄バンク推進
連絡協議会事務局

「ハローキティうちわ」

【ご注文は】
地元の骨髄バンク支援団体・または「特定非営利活動
法人　全国骨髄バンク推進連絡協議会」へ
〒160-0005　新宿区愛住町23-1　Woody21 9F　
　　　　　　  TEL：03-3356-8217
　　　　　　  FAX：03-3356-8637

※在庫がなくなり次第終了です。ご注文はお早めに！

　ハローキティのうちわができました。今回は鮮やかな
ピンクが基調の一段と可愛いデザインになっています。
夏祭り、秋祭りでの普及啓発活動や募金活動にぜひご
活用ください！
　原則１箱単位（250枚）でのご注文を承りますが、
それに満たないご注文の場合は事務局までご相談く
ださい。

ができました。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
の

収
益
を
「
佐
藤
き
ち
子
患
者
支
援
基

金
」
に
寄
付
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
開
催
は
、
8
月
5
日
リ
ー

ジ
ャ
ス
ク
レ
ス
ト
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
・

ロ
イ
ヤ
ル
（
広
島
県
）　

8
月
18
日

花
屋
敷
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
・
よ
か
わ

コ
ー
ス
（
兵
庫
県
）　

9
月
3
日
グ

ラ
ン
シ
エ
ロ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
（
三
重

県
）　

9
月
18
日
や
く
ら
い
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
（
宮
城
県
）　

9
月
30
日
セ

ン
ト
ラ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
・
西
コ
ー

ス
（
茨
城
県
）　

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

ゴ
ル
フ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

ダ
ブ
ル
ス
事
務
局

０
３
―
3
4
3
2
―
1
4
8
9

〈
報
告
事
項
〉

●
キ
テ
ィ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
製
作

●
情
報
誌
９
号
進
捗
状
況

●
不
破
中
学
校
対
応

●
財
団
関
連
報
告

へ
の
対
応
、
ウ
ェ
ブ
内
加
盟
団
体

Ｈ
Ｐ
の
シ
ス
テ
ム
等
）

●
専
従
事
務
局
員
夏
期
賞
与
支
給
に

つ
い
て

●国際協力の現状・バンクを介しての2回提供者・DLI状況
2006.4～6 ～2006.6末

海外ドナーから国内患者へ 登録患者数 全抗原適合* コーディネート数 移植数 累計移植数
NMDP（米国）

→ 日本
7 4 7 0 106

BTCSCC（台湾） 9 6 5 1 23
KMDP（韓国） 8 3 3 0 11

計 ー 140
国内ドナーから海外患者へ 登録患者数 全抗原適合* コーディネート数 提供数 累計提供数

日本 →

NMDP（米国） 27 18 27 1 8
BTCSCC（台湾） 0 0 0 0 0
KMDP（韓国） 53 39 35 0 118
その他の国** ー ー ー 0 19

計 ー 145

●日本骨髄バンクの現状（平成18年6月末現在）
 5月    6月 現在数 累計数
ドナー登録者数 3,534 3,152 251,040 317,216
患者登録者数 184 180 3,286 20,825
骨髄移植例数 69 104 － 7,492
20歳未満ドナー 296 206 3,398 －
51歳以上ドナー 171* 99** 3,834*** －
注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
*51歳以上ドナーの延長数　**51歳以上ドナーの新規登録数　***17年9月～

骨髄
バンクボ

ランティアダイアルフリーダイヤル

0120-892-106
バンクに とうろく
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○
吉
良 

剛
さ
ん

「
あ
り
さ
ん
（
※
筆
者
、
有
吉
さ
ん

の
こ
と
）、
こ
の
前
の
骨
髄
バ
ン
ク

の
呼
び
か
け
に
活
き
た
魚
を
配
り
ま

し
た
!
」「
え
っ
?
」

　

愛
媛
の
吉
良
剛
さ
ん
と
宮
城
在
住

の
私
と
の
や
り
取
り
は
１
年
余
り
。

Ｈ
Ｐ
を
通
じ
て
始
ま
り
ま
し
た
が
、

吉
良
さ
ん
に
と
っ
て
は
愛
媛
の
会
の

皆
さ
ん
の
協
力
の
下
、
ゼ
ロ
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

夏
に
は
説
明
員
研
修
会
で
知
り

合
っ
た
岡
山
・
広
島
の
会
と
交
流
会

を
開
き
ま
し
た
。
そ
の
写
真
を
見
た

私
は
「
ま
る
で
学
園
祭
ラ
イ
ブ
で
す

ね
…
」
愛
媛
は
そ
ん
な
斬
新
な
企
画

が
一
杯
で
す
!

「
宮
城
も
ね
、
吉
良
さ
ん
の
住
む
宇

和
島
と
同
じ
海
の
町
で
も
頑
張
っ
て

る
か
ら
」
と
私
も
支
部
が
結
成
さ
れ

た
気
仙
沼
で
の
活
動
の
様
子
を
送
り

ま
し
た
。「
皆
さ
ん
素
敵
な
方
で
す

ね
」
愛
媛
と
宮
城
の
仲
間
で
も
い
つ

か
会
お
う
、
そ
ん
な
合
言
葉
が
お
互

い
の
励
み
と
な
っ
て
ま
す
。

 

（
宮
城
の
会　

有
吉
）

○
松
平
潤
さ
ん

　

私
た
ち
の
仲
間
、
松
平
潤
君
こ
と

潤
君
は
活
魚
運
搬
を
し
て
い
る
海
の

男
で
す
。

　

一
言
で
言
う
と
『
よ
く
食
べ
、
よ

く
飲
み
、
よ
く
喋
る
男
』
と
い
っ
た

感
じ
で
す
。
そ
の
潤
君
も
入
院
生
活

を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
、
私
た
ち

の
気
持
ち
を
理
解
し
て
く
れ
る
ひ
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
た
ち

愛
媛
の
巻

リ
レ
ー
紹
介

チ
ェ
ロ
の
音
色
に

誘
わ
れ
て

釧路
　

7
月
8
日
、
今
回
で
4
回
目
と
な

る
土
田
英
順
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
が
釧
路
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

土
田
さ
ん
の
ご
都
合
と
会
館
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
決
定
し
た
こ
の
日

程
が
な
ん
と
地
元
の
神
社
の
お
祭
り

と
重
な
っ
て
し
ま
い
、
ホ
ー
ル
の
周

り
は
お
祭
り
の
露
店
に
囲
ま
れ
、
前

の
道
路
も
車
両
進
入
禁
止
と
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
絶
悪
の
タ
イ
ミ
ン
グ

と
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
会
場
に
は
根
強
い
土
田
さ
ん
の

フ
ァ
ン
の
方
た
ち
が
1
5
0
名
あ
ま

り
も
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
熱
気

あ
ふ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　

リ
ピ
ー
タ
ー
の
多
い
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
少
し
だ

け
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
向
き
の
中
級

編
と
な
っ
て
お
り
、
チ
ェ
ロ
の
土
田

さ
ん
、
ピ
ア
ノ
の
矢
崎
さ
ん
と
も
に

演
奏
に
力
が
入
っ
て
お
ら
れ
る
様
子

で
、
集
ま
っ
た
お
客
様
た
ち
も
本
当

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
。
第
2
部
の
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
タ
ン
ゴ
も
聴
き
応
え
た
っ
ぷ
り

で
、
会
場
か
ら
出
て
こ
ら
れ
る
お
客

様
た
ち
の
顔
に
は
満
足
感
が
あ
ふ
れ

て
お
り
ま
し
た
。 

（
小
川
）

　

前
夜
の
雷
雨
も
あ
が
り
、
梅
雨
明

け
を
思
わ
せ
る
強
い
日
差
し
の
7
月

16
日
、
な
ら
骨
髄
バ
ン
ク
の
会
で
は
、

天
理
青
年
会
議
所
、
奈
良
県
立
二
階

堂
高
校
同
窓
会
、
天
理
市
の
協
力
の

も
と
実
行
委
員
会
形
式
で
、
神
山
清

子
先
生
を
迎
え
て
「
火
火
」
映
画
会

と
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ご
存
知
の
通
り
こ
の
映
画
は
、
神

山
先
生
の
半
生
と
骨
髄
バ
ン
ク
創
成

期
の
よ
う
す
が
描
か
れ
た
も
の
で
、

さ
ら
に
講
演
会
で
は
映
画
の
舞
台
裏

を
含
め
、
骨
髄
バ
ン
ク
、
ド
ナ
ー
登

録
の
重
要
性
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。
又
、
ロ
ビ
ー
で
は
『
い

の
ち
の
輝
き
展
』
を
パ
ネ
ル
展
示
い

た
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
は
ほ
ぼ
満
席（
6
5
7
名
）

と
な
り
、
多
く
の
観
客
が
映
画
と
講

演
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者

に
驚
き
な
が
ら
も
多
く
の
人
に
Ｐ
Ｒ

が
で
き
た
こ
と
に
、
そ
し
て
当
日
は

二
階
堂
高
校
の
生
徒
会
の
皆
さ
ん
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
次

へ
つ
な
が
る
新
し
い
力
に
も
大
い
に

満
足
で
き
た
1
日
で
し
た
。 （
井
上
）

　

6
月
17
日
、
さ
い
た
ま
新
都
心
の

け
や
き
広
場
に
て
、
小
川
直
也
さ

ん
率
い
る
ハ
ッ
ス
ル
の
イ
ベ
ン
ト

と
並
行
し
て
「
ハ
ッ
ス
ル
エ
イ
ド

2
0
0
6
」
登
録
会
が
特
設
テ
ン
ト

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

広
場
で
は
、
狂
言
師
・
和
泉
元
彌

さ
ん
、
ハ
ッ
ス
ル
の
メ
ン
バ
ー
の
イ

ン
リ
ン
さ
ん
が
、
観
客
に
ド
ナ
ー
登

録
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
知
か
ら
は
戸
田
浩
司
君

支
援
会
の
村
上
さ
ん
と
北
村
さ
ん
が

女
性
デ
ュ
オ
「
ス
ー
パ
ー
バ
ン
ド
」

の
二
人
と
と
も
に
参
加
し
て
、
登
録

を
訴
え
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
多
く
の
若

い
人
た
ち
が
特
設
テ
ン
ト
を
訪
れ
、

最
終
的
に
は
61
人
の
登
録
が
あ
り
熱

い
登
録
会
と
な
り
ま
し
た
。 （
山
中
）

そ
の
24

た
に
ぐ
ち
薬
局

 

（
北
海
道
釧
路
市
）

　

郊
外
の
街
角
に
あ
る
た
に
ぐ
ち
薬

局
さ
ん
は
、
薬
剤
師
で
も
あ
る
店
主

の
谷
口
玲
子
さ
ん
が
切
り
盛
り
さ
れ

て
い
る
小
さ
な
か
わ
い
い
お
店
で
す
。

　

こ
の
お
店
で
谷
口
さ
ん
は
、
一
般

の
お
薬
の
販
売
と
病
院
の
処
方
箋
の

調
剤
と
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。
募

金
箱
は
レ
ジ
の
す
ぐ
横
に
置
か
れ
て

い
た
の
で
す
が
、
覗
い
て
び
っ
く

り
！
！
お
金
じ
ゃ
な
く
て
シ
ー
ル
の

よ
う
な
物
が
沢
山
入
っ
て
い
た
の
で

す
。
こ
れ
は
商
店
街
で
発
行
し
て
い

る
ス
タ
ン
プ
で
、
ス
タ
ン
プ
が
い
ら

な
い
と
お
っ
し
ゃ
る
お
客
様
に
は
募

金
箱
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、
谷
口
さ

ん
が
換
金
し
て
募
金
に
な
る
の
だ
そ

う
で
す
。
な
ん
だ
か
と
っ
て
も
う
れ

し
く
て
、
お
話
を
聞
き
な
が
ら
心
が

温
か
く
な
り
ま
し
た
。

　

出
産
の
時
は
さ
い
帯
血
の
提
供
も

考
え
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
谷
口
さ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
小
川
）

最新医療情報　その41

成人T細胞白血病の抗体療法
　B細胞リンパ腫に対する抗体療法の中で、最も検討が進められているのはリツキサンとい
う治療薬です。B細胞の表面に存在するCD20と呼ばれるタンパク質に対する治療法です。
　抗がん剤治療の後に再発した濾胞性リンパ腫の患者さんにリツキサンを週1回で4回点滴
静注すると、 50～60％の方で腫瘍が縮小することがわかりました。リツキサンは、他の抗
がん剤と異なり、 白血球や血小板を減らす副作用が弱いために、抗がん剤の投与量を減らさ
ずに化学療法と併用することができます。
　ただし、リツキサンが有効なのはB細胞リンパ腫のみで、T細胞リンパ腫やNK細胞リンパ
腫には無効です。
　そこで、T細胞リンパ腫の代表の一つである成人T細胞白血病（ATL）にインターロイキ
ン-2レセプター（IL-2R）に対する抗体療法が考えられてきました。IL-2Rは、分子量70kd
のp70（β鎖）と分子量55kdのTac抗原（α鎖）と呼ばれている2種類のサブユニットか
らなる蛋白で、成人T細胞白血病や川崎病、リウマチやSLEなどの自己免疫疾患において活
動性を示すマーカーとなります。抗体とは抗原に対して特異的に結合できるタンパク質で、
免疫グロブリンと呼ばれます。
　ある抗原に対して特異的な単一の抗体をモノクローナル抗体と呼びます。
　そこで成人T細胞白血病の細胞表面抗原であるIL-2Rのα鎖に対するモノクローナル抗体
を作り、治療が行われています。その結果、一部の症例が完全寛解したという報告があります。
　現段階では、モノクローナル抗体は全身投与すると肝臓などの臓器に集積し、腫瘍組織へ
の特異的な集積の低下が認められています。また、モノクローナル抗体はマウスなどの動物
を使って作製されますので、これを患者さんに投与すると異種由来のモノクローナル抗体に
対する患者さん自身の抗体（ヒト抗マウス抗体）が産生されてしまい、２回目以降の投与で
はモノクローナル抗体が体内から除去されやすくなるために、効果が激減したり、アナフィ
ラキシーショック（異種のタンパクを投与することによるショック症状）がおこる可能性が
あるなどの問題点があります。そこで、ヒト型抗体の作製などの試みがなされています。
　急性型ATLの治療成績は依然として悲惨で、G-CSFを加えた多剤化学療法でも50%生存
期間は約1年にすぎませんので、抗体療法をはじめ、次世代の治療法が期待されています。

り
で
し
た
。
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
に
も
一
言
返
事
で

オ
ッ
ケ
ー
し
て
く
れ
、
先
日
の
交

流
会
や
登
録
会
に
も
率
先
し
て
動
い

て
く
れ
た
と
て
も
頼
も
し
い
人
で
す
。

今
度
は
説
明
員
の
資
格
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
そ
う
い
う
仲
間
た
ち
に

出
会
え
た
こ
と
、
そ
し
て
共
に
活
動

で
き
る
事
を
嬉
し
く
思
い
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

今
か
ら
の
愛
媛
を
み
て
い
て
く
だ

さ
い
！
（
愛
媛
県
骨
髄
バ
ン
ク
ド

ナ
ー
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ 

吉
良
美
代

子
）

「
火
火
」上
映
会
と

講
演
会

奈良

　

不
破
中
学
校
3
年
E
組
で
は
、
4

月
か
ら
総
合
的
な
学
習
と
し
て
「
広

げ
よ
う
命
の
輪
」
を
テ
ー
マ
に
様
々

な
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
中
の
「
佐
藤
き
ち
子
患
者
支
援
基

金
」
の
募
金
活
動
で
集
め
た
募
金
を
、

先
日
行
わ
れ
た
東
京
で
の
総
合
体
験

学
習
で
、
会
長
の
大
谷
貴
子
さ
ん

に
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

衆
議
員
第
２
議
員
会
館
の
会
議
室
で

行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、
会
長
さ
ん

や
野
田
聖
子
議
員
の
お
話
か
ら
、
命

の
尊
さ
や
自
分
た
ち
の
活
動
が
人
の

役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
活
動
を
通
し
て
、「
自
分

た
ち
は
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
生

き
て
い
る
の
だ
」「
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
精
一
杯
や
っ
て
い
く
こ
と
が

自
分
の
命
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

に
つ
な
が
る
」
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
募
金
活
動
や
命
の
ア
サ

ガ
オ
の
栽
培
を
続
け
、
白
血
病
で
苦

し
ん
で
お
ら
れ
る
患
者
さ
ん
を
支
え

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
岐
阜
県
垂
井
町
立
不
破
中
学
校
教

諭　

堀
昭
之
）

ハッ
ス
ル
エ
イ
ド
２
０
０
６

登
録
会

埼玉

左が松平さん


